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平塚市の人口と世帯数 
＜平成20年3月1日現在（ ）内は前月比＞

●人口：260,164人　（－196）

男 132,476人 女 127,688人

●世帯：102,974世帯（－41）

広報ひらつかを携帯電話でご覧になれます。メニューリスト（トップメニュー）→テレモ自治体情報→平塚市 

設
備
も
あ
り
ま
す
。
整
備
計
画
を
ま

と
め
る
際
に
、
地
域
の
み
な
さ
ん
な

ど
と
数
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
基

に
次
の
よ
う
な
設
備
や
環
境
を
整
え

ま
し
た
。

〈
健
康
歩
道
〉
地
域
の
お
年
寄
り
の

意
見
を
反
映
し
て
で
き
た
運
動
広
場

に
あ
る
長
さ
約
１
１
０
　
の
歩
道
。

路
面
に
並
ん
だ
突
起
物
の
上
を
歩
く

こ
と
で
、
足
の
裏
の
ツ
ボ
を
刺
激
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

〈
ど
ん
ぐ
り
の
森
〉
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の「
木
登
り
が
し
た
い
」「
カ
ブ

ト
ム
シ
を
捕
り
た
い
」と
い
う
思
い

を
反
映
し
た
エ
リ
ア
。
築
山
広
場
に

あ
り
、
今
は
ま
だ
若
い
木
々
が
い
ず

れ
は
立
派
な
森
に
生
長
し
ま
す

園
内
は
桜
で
い
っ
ぱ
い

桜
ケ
丘
公
園
に
は
約
60
本
の
桜
を

植
樹
し
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、
園

内
が
桜
色
に
染
ま
る
光
景
が
見
ら
れ

ま
す
。
開
花
時
期
が
異
な
る
い
ろ
い

ろ
な
種
類
の
桜
を
ど
う
ぞ
、
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

園
内
の
桜
は
多
く
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
寄
付
金
に
よ
り
植
樹
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
寄
付
金
を
出
資
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
将
来
に
わ

た
っ
て
公
園
の
維
持
管
理
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

災
害
時
の
備
え
は
万
全

桜
ケ
丘
公
園
は
災
害
時
の
一
次
避

難
場
所
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い

地
域
密
着
型
の
公
園
が
誕
生

桜
ケ
丘
公
園
は
、
公
園
周
辺
地
域

に
住
む
み
な
さ
ん
が
施
設
管
理
に
直

接
か
か
わ
っ
て
い
く
公
園
で
す
。

市
内
の
多
く
の
公
園
に
は
公
園
愛

護
会
が
あ
り
、
各
公
園
愛
護
会
は
園

内
の
美
化
清
掃
を
中
心
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
桜
ケ
丘
公
園
の
公
園
愛
護

会
で
は
、
そ
う
し
た
園
内
の
美
化
清

掃
活
動
に
加
え
て
、
樹
木
の
せ
ん
定

や
施
設
の
修
理
な
ど
幅
広
い
管
理
運

営
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
７
つ
の
広
場

園
内
は
７
つ
の
大
き
な
広
場
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
運
動
広
場
〉
健
康
遊
具
と
健
康
歩

道
で
気
軽
に
運
動
が
で
き
ま
す

〈
子
ど
も
広
場
〉
ブ
ラ
ン
コ
・
滑
り

台
な
ど
の
遊
具
や
砂
場
が
あ
り
ま
す

〈
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
〉
花
壇
や
パ

ー
ゴ
ラ（
日
陰
棚
）が
あ
り
ま
す

〈
築
山
広
場
〉
見
晴
ら
し
が
い
い
丘

で
、
坂
を
滑
り
降
り
て
遊
べ
ま
す

〈
芝
生
広
場
〉

腰
を
下
ろ
し
た
り
、

寝
こ
ろ
ん
だ
り
し
て
く
つ
ろ
げ
ま
す

〈
花
見
広
場
〉
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

桜
を
植
え
て
い
ま
す

〈
多
目
的
広
場
〉
約
６
０
０
０
平
方
　

の
広
さ
が
あ
り
、
地
域
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
利
用
で
き
ま
す

設
備
は
市
民
の
意
見
を
反
映

園
内
に
は
、
公
園
周
辺
地
域
に
住

む
み
な
さ
ん
や
公
募
で
集
ま
っ
た
み

な
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
て
作
っ
た

気軽にバスケットボールが楽し
める３on３バスケットコート
運動広場にある健康遊具「上体ひね
り」。健康遊具はほかに「背のばしベ
ンチ」「わき腹のばし」「お腹（おなか）
ひねり」「ぶらさがり」があります
災害時には基礎部分が炊き出しの

かまどとして使えるベンチ

桜ケ丘公園丘公園の全体図全体図 桜ケ丘公園の全体図 
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地域でつくり育てる公園オープン地域でつくり育てる公園オープン

メ
ー

ト
ル

３
月
30
日（
日
）、
市
内
桜
ケ
丘
の
県
立
平
塚
西
工
業
技
術
高
校

跡
地
に
、
広
さ
約
２
・
２
　
の
大
き
な
公
園
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
桜
ケ
丘
公
園
」と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
公
園
は
、
地
域
の
み
な
さ

ん
が
計
画
の
段
階
か
ら
公
園
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
完
成
し
た
新
し

い
タ
イ
プ
の
地
域
密
着
型
公
園
で
す
。

園
内
に
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
方

が
楽
し
め
る
い
ろ
い
ろ
な
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。
春
の
陽
気
に

誘
わ
れ
て
、
さ
あ
、
み
な
さ
ん
も
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
み
ど
り
公
園
・
水
辺
課（
内
線
２
４
２
６
）

ま
す
。
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
の
た

め
に
、
園
内
に
は
防
災
備
蓄
倉
庫
、

非
常
用
ト
イ
レ
、
消
防
用
井
戸
が
備

え
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
次
の
よ
う

な
防
災
設
備
も
あ
り
ま
す
。

〈
か
ま
ど
型
ベ
ン
チ
〉

運
動
広
場
に

５
基
あ
り
、
ベ
ン
チ
の
基
礎
部
分
が

炊
き
出
し
に
利
用
で
き
る
か
ま
ど
に

な
っ
て
い
ま
す

〈
ソ
ー
ラ
ー
照
明
〉
公
園
の
出
入
口

４
か
所
に
設
置
し
て
あ
り
、
停
電
な

ど
で
周
囲
が
真
っ
暗
に
な
っ
て
も
公

園
の
位
置
が
わ
か
る
よ
う
、
太
陽
光

発
電
で
点
灯
し
ま
す

〈
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
照
明
〉
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
広
場
に
１
基
あ
り
、
太
陽
光
と

風
力
の
両
方
で
点
灯
し
ま
す

※
桜
ケ
丘
公
園
に
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
。
お
出
か
け
の
際
は
、
徒

歩
・
自
転
車
ま
た
は
バ
ス
な
ど
の
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

平
塚
駅
北
口
６
番
乗
り
場
か

ら
高
村
団
地
行
き
・
山
下
団
地
行
き

な
ど
で
「
桜
ケ
丘
公
園
」
下
車
徒
歩

す
ぐ
、
大
人
片
道
１
７
０
円

県
道
平
塚
秦
野
線 

桜ケ丘公園 
バス停 

桜ケ丘公園 

花
水
川
 

幼 

高麗大橋 

花水橋東 

古花水橋 

相模貨物駅前 

わたしたちは、桜ケ丘公園を管理運営していく
うえで必要になる基本的なルールを作ってきまし
た。みんなが楽しめるいい公園にするために、自
治会の枠を越えた管理運営を目指します。
公園はお子さんからお年寄りまで幅広い年齢層
の方が利用します。だれもが安全に安心して遊べ
ることが大切ですね。そしていつも清潔で、利用
者にまた来たいと思ってもらえる場所であるべき
だと思います。桜ケ丘公園を地域のオアシスのよ
うな存在にするために、清掃、安全点検、声かけ
など、できることから始めていきたいですね。

この公園を地域のオアシスのような存在に 
桜ケ丘公園管理運営委員会のみなさん 

バ
ス
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おすすめ番組チェック 

◆平塚市広報番組「ともに働き、ともに
生きる ～障害者の自立支援～」（新作）

「障害者自立支援法」
の施行により、従来
の福祉サービスが見
直され、障害者の社
会参加と自立を支援
する制度が整備され
てきました。
障害者を一方的に

弱者と見るのではな
く、障害の有無にかかわらず、ともに生き支え合
う社会。人間社会のあるべき姿とはどのようなも
のなのでしょうか。
《放送日：月・火・木・日曜日午後１時ほか》
※図書館では「ともに働き、ともに生きる ～障害
者の自立支援～」のDVDを５月1日から貸し出し
ます。また、市ウェブサイトからもご覧いただけ
ます

さんとその保護者

□申 電話で中央図書館へ※図書館

ウェブサイトからも申し込めます

★青少年海外派遣団員を募集
派遣先 姉妹都市アメリカ合衆国

カンザス州ローレンス市

期間 ７月22日（火）～８月１日（金）

対象 市内在住の中学生・高校生、

18人（作文・面接などによる選考）

参加者負担金 100,000円

□申 ４月30日（水）までに、青少年

会館などにある申込書を直接同館へ

★成人式実行委員になりませんか
対象 昭和63年４月２日～平成元

年４月１日に生まれた方

□申 ４月30日（水）までに、電話で

青少年会館へ

★びわ青少年の家夏休み利用抽選会
夏休み期間（７月21日～８月31日）

の利用団体を募集します。

抽選日時/会場 ４月23日（水）午

後６時30分/青少年会館

対象 市内在住の小・中学生が主

体の10人以上の団体

利用条件 １団体１泊２日まで

□申 ４月５日（土）～16日（水）に、

代表者が電話または直接びわ青少

年の家（土屋・159－0871・月曜日

休館・午前９時～午後５時）へ

★村田朋泰展 夢がしゃがんでいる
会期 ４月12日（土）～５月25日（日）

入場料 一般700円、学生500円

「百色旅館オープン記念式典」

日時 ４月12日（土）午前９時30分

「キネマの星2008」（雨天中止）

日時 ４月12日（土）・13日（日）、

５月３日（祝）～５日（祝）、午後６時

「学芸員による展示解説」

日時 ４月19日（土）午後２時～３時

「トークショー」

日時 ①４月27日（日）午後２時②

５月11日（日）午後２時③５月17日

（土）午後３時

出演 ①中里和人さん（写真家）②

山下敦弘さん（映画監督）③諏訪哲

史さん（小説家）

★4月の市民アートギャラリー
１日～６日　18人会展

９日～13日　圓心
えんしん

流画道発表展

15日～20日　平野和子パステル画

遺作展

16日～20日　ガラス工房彩光ステ

ンドグラス展

23日～27日　キルトハウス自由作

品展

29日～５月５日　玉泉
ぎょくせん

水墨画会展

★美術館ワークショップ
会場は美術館アトリエB。時間

は午後１時～４時30分。お申し込

みは、はがきまたはファクス・E

メールに講座名・必要事項・ファ

クス番号（メールアドレス）を記入

し、美術館へ。先着順。

「身体で表現する」（20人）

期日 ４月13日（日）

対象 中学生以上

材料費 500円

「はじめての水彩画」（20人）

期日 ４月26日（土）・27日（日）

材料費 2,000円

★アートギャラリー利用受け付け
利用期間 10月～平成21年３月

利用条件 １日単位で最長６日間

（火曜日～日曜日）※月曜日が祝

日・休日の場合、最長７日間

利用料 全室10,000円、Ａ室6,000円、

Ｂ室4,000円（市外の方は５割増し）

□申 ４月10日（木）までに、美術館

にある申込用紙を同館へ

★プラネタリウム（観覧料100円）
投影日時 ４月５日（土）午後２時、

４月12日～６月１日の土・日曜日

の午前11時と午後２時

★ろばたばなし（参加自由）
日時 ４月20日（日）午後１時20分

と３時

★寄贈品コーナー「人文系新資料展」
会期 ４月11日（金）～５月７日（水）

★ミニ文化祭「東海大学湘南キャ
ンパスの自然」
会期 ４月13日（日）～５月９日（金）

★中央図書館4月の展示コーナー
「祝」の本（貸出室）

「さあ冒険の旅へ」（こども室）

★中央図書館の映画会
上映日時 ４月６日（日）・13日

（日）・20日（日）・23日（水）・27日

（日）、午後２時

★サークル案内などにホームページ
「みんなの掲示板」を利用しませんか
対象 個人の方は図書館カードを

持っている方

掲載料 １か月１枠3,000円※営利

目的のものなどは掲載できません

□申 図書館ウェブサイトにある専

用フォームで申し込むか、図書館

にある申込書を直接中央図書館へ

★ブックスタート参加予約受け付け
日時 ①５月14日（水）②５月17日

（土）③５月28日（水）、午前10時～

11時30分

会場 ①南図書館②中央図書館③

北図書館　

対象 市内在住の１歳未満のお子

□問 広報・情報政策課（121－8761）

〒２５４-００７３西八幡１-３-３ 
1３５-２１１１ 6３５-２７４１ 
休館日/７、14、21、28日 
art-muse@city. 

hiratsuka.kanagawa.jp

〒２５４-００４１浅間町１２-４１ 
1３３-５１１１ 6３１-３９４９ 
休館日/7、14、21、28日 

〒２５４-００４１浅間町１２-４１ 
1３１-０４１５ 6３１-９９８４ 
休館日/7、14、21、28、30日 

〒２５４-００４１浅間町１２-４１ 
1３２-７０２９ 6３１-１４４１ 

休館日/月曜日 

▽
対
象

30
歳
以
上
の
男
性

▽
参
加
料

３
０
０
０
円

□申

４
月
15
日（
火
）ま
で
に
、
は
が

き
ま
た
は
申
込
書
に
教
室
名
・
必
要

事
項（
氏
名
に
は
ふ
り
が
な
）を
記
入

し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団（
〒
254
―

0074
大
原
１
―
１
・
1
35
―
０
１
０

２
）へ

▽
日
時

４
月
15
日
（
火
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

▽
種
目

卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
な

ど（
用
具
持
参
）

▽
開
放
施
設

ア
リ
ー
ナ
４
面
の
う

ち
の
２
面

□問

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
・
ひ
ら
つ

か
ア
リ
ー
ナ
管
理
事
務
所（
1
25
―

０
０
１
１
）

▽
日
時

４
月
17
日（
木
）午
前
９
時

開
会

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ

▽
対
象

市
内
在
住
の
30
歳
以
上
の

女
性
ま
た
は
既
婚
の
女
性

▽
競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ス

□申

４
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
、
ス

ポ
ー
ツ
課（
平
塚
球
場
内
・
1
31
―

３
０
６
０
・
6
31
―
９
６
４
０
）へ

▽
日
時

５
月
12
日（
月
）午
前
９
時

開
会

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ

市
で
は
こ
れ
ま
で
２
回
実
施
し
て
い
た
無
料
の
妊
婦
健
康
診
査
を
５
回
に
増
や
し
ま
す
。
出
産
予
定
日
が
５
月
１
日
以
降
で
、
す
で
に
母
子
健
康
手
帳
を
受
け
取
り
、
①
住
所
が
母

子
健
康
手
帳
交
付
時
か
ら
変
わ
っ
た
方
②
出
産
日
が
未
定
ま
た
は
４
月
末
ま
で
の
予
定
だ
っ
た
が
、
５
月
１
日
以
降
に
変
わ
っ
た
方
③
ほ
か
の
市
町
村
で
母
子
健
康
手
帳
を
受
け
取
り
、

平
塚
市
に
転
入
し
た
方
に
は
、
妊
娠
週
数
に
応
じ
た
追
加
受
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□問

保
健
セ
ン
タ
ー（
1
55
―
２
１
１
１
）

本文中に　　　　とあるも
のは、住所、氏名、年齢、電
話番号をお書きください。 

必要事項 

４
月
１
日
〜
６
日
　
墨
松
会
展

４
月
３
日
〜
８
日
　
湘
南
陶
炎
作
陶
展

10
日
〜
15
日
　
画
太
郎
展

17
日
〜
22
日
　
母
の
日
に
贈
る
フ
ラ

ワ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

24
日
〜
29
日
　
春
の
山
野
草
展

４
月
５
日
〜
８
日
　
川
崎
記
念
場
外

16
日
〜
18
日
　
チ
ャ
リ
ロ
ト
・
ス

タ
ー
ト
記
念

レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ッ
プ

23
日
〜
25
日
　
一
宮
競
輪
場
外

▽
賃
金

①
日
給
４
４
５
０
円
②
日

給
４
４
０
０
円
、
い
ず
れ
も
交
通
費

支
給

▽
面
接
日

①
４
月
９
日（
水
）②
４

月
10
日（
木
）・
11
日（
金
）

□申

４
月
２
日
（
水
）
〜
８
日
（
火
）

に
、
市
販
の
履
歴
書（
Ａ
４
）を
本
人

が
直
接
教
職
員
課（
豊
原
分
庁
舎
１

号
館
１
階
・
1
35
―
８
１
１
６
）へ

▽
勤
務
地

み
な
と
子
ど
も
の
家

（
高
浜
台
27
―
５
）

▽
勤
務
日

週
２
〜
３
日
程
度
、
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分（
小
・
中

学
校
が
休
み
の
日
は
午
前
９
時
か
ら
）

▽
勤
務
内
容

子
ど
も
た
ち
へ
の
遊

び
方
の
指
導
や
簡
単
な
事
務

▽
対
象

太
洋
・
浜
岳
中
学
校
区
や

そ
の
周
辺
に
在
住
し
、
徒
歩
・
自
転

車
で
通
勤
で
き
る
方
、
１
人（
選
考
）

▽
賃
金

時
給
７
７
５
円

▽
面
接
日

４
月
22
日（
火
）

□申

４
月
15
日（
火
）ま
で
に
、
市
販

の
履
歴
書
を
直
接
青
少
年
課（
青
少

年
会
館
内
・
1
32
―
７
０
２
９
）へ

□申 ４月11日（金）までに、はがきに講座名（１枚につき１講座、１人２講座まで、④は希望日も）と必要事項（市外にお住まいの方は勤務先も）を記入し、中

央公民館（〒254－0047追分１－20・134－2111）へ。当日消印有効です

会場は中央公民館、対象は市内在住・在勤・在学の18歳以上の方（高校生は除く）です。日
程・講義内容など詳しい案内が公民館にありますのでご覧ください。

合同開講式 ４月25日（金）午前10時 オリエンテーション・講演会「笑顔がまねく 千の徳！」

会
場
は
総
合
体
育
館（
④
は
ひ
ら

つ
か
ア
リ
ー
ナ
）で
す
。
抽
選
。

①
い
き
い
き
元
気
体
操
教
室（
40
人
）

▽
日
時

５
月
９
日
〜
６
月
27
日
の

金
曜
日
、
午
前
９
時
15
分
〜
10
時
30

分
、
全
８
回

▽
参
加
料

２
５
０
０
円

②
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室（
70
人
）

▽
日
時

５
月
９
日
〜
６
月
27
日
の

金
曜
日
、
午
前
10
時
45
分
〜
正
午
、

全
８
回

▽
対
象

65
歳
ま
で
の
方

▽
参
加
料

５
０
０
０
円

③
親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室（
20
組
）

▽
日
時

５
月
13
日
〜
７
月
１
日
の

火
曜
日
、
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30

分
、
全
８
回

▽
対
象

４
歳
児
〜
小
学
校
３
年
生

と
そ
の
保
護
者

▽
参
加
料

４
０
０
０
円

④
男
性
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室（
40
人
）

▽
日
時

５
月
15
日
〜
７
月
10
日
の

木
曜
日
、
午
後
７
時
15
分
〜
８
時
45

分
、
全
８
回

ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
参
加
し
よ
う

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
の
無
料
開
放

女
性
卓
球
大
会

女
性
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

ひ
ら
つ
か
市
民
プ
ラ
ザ

中
央
公
民
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
期
日

５
月
24
日
（
土
）
※
雨
天

中
止

▽
会
場

総
合
公
園

▽
対
象

市
内
在
住
の
方（
個
人
・

世
帯
・
グ
ル
ー
プ
）※
業
者
は
除
く
、

飲
食
物
・
生
き
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
に

関
係
の
な
い
手
作
り
品
・
電
気
製
品

は
販
売
で
き
ま
せ
ん

▽
募
集
店
舗

１
０
０
店（
世
帯
・

グ
ル
ー
プ
と
も
１
店
、
抽
選
）

▽
公
開
抽
選
日

４
月
14
日（
月
）

▽
参
加
料

５
０
０
円

□申

４
月
８
日
（
火
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
必
要
事
項
・
販
売
品

目
・
当
日
の
交
通
手
段
と
返
信
面
に

送
付
先
を
記
入
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ（
〒
254
―
0014
四
之
宮
七
丁
目
３

―
５
・
1
51
―
５
３
０
１)

へ

①
ア
ル
ト
リ
コ
ー
ダ
ー
入
門

▽
日
時

５
月
８
日
〜
７
月
31
日
の

毎
週
木
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９
時
、

全
12
回（
８
月
に
発
表
会
あ
り
）

▽
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
く
す

の
木

▽
講
師

宍
倉
法
子
さ
ん（
東
京
リ

コ
ー
ダ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
メ
ン
バ
ー
）

▽
対
象

中
学
生
以
上
、
30
人（
先

着
順
）

▽
受
講
料

１
万
２
０
０
０
円（
高

校
生
以
下
６
０
０
０
円
）

▽
持
ち
物

バ
ロ
ッ
ク
式
ア
ル
ト
リ

コ
ー
ダ
ー

②
鶴
亀
の
謡

う
た
い

と
仕
舞
入
門

▽
日
時

５
月
30
日
〜
10
月
24
日
の

隔
週
金
曜
日（
８
月
は
８
日
と
29
日
）、

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
、
全
11
回

▽
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー
３
階
和
室

▽
講
師

加
藤
眞
悟
さ
ん（
観
世
流

シ
テ
能
楽
師
）

▽
定
員

20
人（
先
着
順
）

▽
受
講
料

１
万
２
０
０
０
円（
教

材
費
含
む
）

□申

①
は
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

必
要
事
項（
学
生
の
方
は
学
校
名
も
）

を
記
入
し
、
②
は
電
話
ま
た
は
直
接

文
化
財
団（
市
民
セ
ン
タ
ー
内
・

zaidan@
hiratsuka-bunka.or.jp

・
1
32
―
２
２
３
７
）へ

▽
日
時

４
月
27
日（
日
）午
前
９
時

〜
11
時
30
分
※
当
日
午
前
の
降
水
確

率
50
％
以
上
の
場
合
、
５
月
４
日

（
祝
）に
延
期

▽
集
合

レ
ス
ト
ラ
ン
だ
ん
ら
ん
豊

田
店
駐
車
場
、
午
前
９
時

▽
コ
ー
ス
名

平
等
寺
〜
徳
延
の
寺

社
巡
り

▽
コ
ー
ス
　
犬
房
塚
―
平
等
寺
―
福

田
寺
―
成
願
寺
―
薬
王
寺
―
宗
源
寺

―
徳
延
神
社
―
明
王
院

▽
参
加
費

３
０
０
円

▽
申
し
込
み

４
月
20
日（
日
）ま
で

に
、
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
コ
ー

ス
名
を
記
入
し
、
ひ
ら
つ
か
文
化
財

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会（
〒
254

―
0047
追
分
９
―
36
―
408
）へ

□問

社
会
教
育
課（
1
35
―
８
１
２
４
）

▽
日
時

５
月
29
日（
木
）〜
11
月
の

月
１
・
２
回
平
日
、
各
午
前
中
２
時

間
、
全
９
回

▽
会
場

市
役
所
消
防
庁
舎
２
階
屋

▽
会
議
開
催
日
　
年
６
回
程
度
（
報

酬
あ
り
）

▽
定
員

①
40
〜
64
歳
の
方
、
２
人

②
65
〜
75
歳
の
方
、
２
人

▽
任
期

委
嘱
の
日
か
ら
２
年

□申

４
月
18
日（
金
）ま
で
に
、
市
役

所
や
公
民
館
に
あ
る
募
集
案
内
を
ご

覧
の
う
え
、
応
募
用
紙
と
小
論
文
を

郵
送
ま
た
は
直
接
高
齢
福
祉
課（
〒

254
―
8686
浅
間
町
９
―
１
・
市
役
所
南

附
属
庁
舎
２
階
・
1
21
―
８
７
７

８
）へ

▽
職
種

①
学
校
司
書
②
学
習
支
援

補
助
員

▽
対
象

①
司
書
・
司
書
補
・
司
書

教
諭
の
資
格
が
あ
る
方

▽
定
員

①
６
人
②
94
人

▽
採
用
条
件

①
１
年
間
の
登
録
制

②
３
年
間
の
登
録
制

▽
勤
務
日

年
１
０
８
日
以
内
、
指

定
す
る
月
12
日
以
内
、
１
日
５
時
間

▽
勤
務
内
容

市
内
小
・
中
学
校
で

の
①
図
書
館
資
料
の
収
集
・
整
理
・

保
存
②
教
科
指
導
の
補
助

ガ
イ
ド
と
巡
る
平
塚
の
文
化

資
源

サ
ン
・
サ
ン
ス
タ
ッ
フ

女
性
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
座

s対象 県内在住・在勤・在学で、コンテストの日現在18歳以上の女性

※高校生、タレント事務所と専属契約をしている方、元ミス七夕（織り

姫）、ほかの市町村のキャンペーンレディなどに選出されている方は除く

s応募方法 ４月21日（月）までに、応募用紙（なるべく指定のもの・

湘南ひらつか七夕まつりウェブサイトから取り出せます）に必要事項

（氏名にはふりがな）・職業（勤務先・学校名と所在地）・応募動機を記

入し、最近３か月以内に撮影した全身が写ったカラー写真１枚（サー

ビスサイズ・裏面に氏名記入）を同封して応募

s応募先 郵送の場合：〒254―0051豊原町２―21湘南ひらつか七夕ま

つり実行委員会事務局「織り姫コンテスト」係へ

持参の場合：同係（豊原分庁舎２号館２階、土・日曜日を除く）へ

□問 商業観光課（135―8107）

地
域
の
高
齢
者
の
状
況
や
災
害
時

に
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
を
把
握
す

る
た
め
、
住
民
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

▽
調
査
対
象

４
月
１
日
現
在
で
65

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
、
寝

た
き
り
の
方
、
認
知
症
の
方

▽
調
査
方
法

４
月
３
日（
木
）〜
５

月
16
日（
金
）の
間
に
、
民
生
委
員
児

童
委
員
が
対
象
者
の
い
る
世
帯
を
訪

問
し
、
調
査
票
を
配
り
ま
す
。
該
当

す
る
方
で
、
調
査
期
間
を
過
ぎ
て
も

民
生
委
員
児
童
委
員
の
訪
問
が
な
い

方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

□問

高
齢
福
祉
課（
1
21
―
８
７
７
８
）

▽
日
時

４
月
12
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー（
Ｊ
Ａ
ビ
ル
か
な
が
わ
２
階
）

▽
対
象

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
人
工
肛

門
・
人
工
膀
胱

ぼ
う
こ
う

を
装
着
し
て
い
る

方
）と
そ
の
家
族

□問

障
が
い
福
祉
課（
1
21
―
８
７

７
４
）

▽
日
時

４
月
１
日
（
火
）
・
３
日

（
木
）、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
会
場

J
R
平
塚
駅
北
口

□問

健
康
課（
1
55
―
２
１
１
１
）

昨
年
麻
し
ん（
は
し
か
）が
流
行
し

た
た
め
、
今
年
か
ら
麻
し
ん
・
風
し

ん
の
予
防
接
種
を
無
料
で
受
け
ら
れ

る
方
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
対

象
者
は
次
の
方
で
す
。
詳
し
く
は
４

月
上
旬
に
対
象
者
の
世
帯
に
郵
送
す

る
通
知
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平

成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
、

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４

月
１
日
に
生
ま
れ
た
方（
麻
し
ん
・
風

し
ん
両
方
に
か
か
っ
た
方
は
除
く
）

▽
接
種
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
21

年
３
月
31
日
（
期
間
以
降
は
有
料
）

▽
接
種
場
所

市
内
の
予
防
接
種
実

施
医
療
機
関

□問

保
健
セ
ン
タ
ー
（
1
55
―
２
１

１
１
）

▽
対
象

市
内
在
住
の
30
歳
以
上
の

女
性
ま
た
は
既
婚
の
女
性（
１
チ
ー

ム
４
〜
６
人
、
同
一
中
学
校
区
内
で

編
成
）

▽
競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ス
３
試
合
の

団
体
戦

▽
監
督
会
議

４
月
24
日（
木
）

□申

４
月
17
日
（
木
）
ま
で
に
、
ス

ポ
ー
ツ
課（
平
塚
球
場
内
・
1
31
―

３
０
６
０
・
6
31
―
９
６
４
０
）へ

▽
展
示
期
間

４
月
１
日
（
火
）
〜

11
日（
金
）、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

▽
費
用

修
理
費
程
度

▽
申
し
込
み

展
示
期
間
中
に
現
品

を
確
認
し
、
申
込
書
を
提
出

□問

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
1
51
―

５
３
０
１
）

▽
日
時

４
月
20
日
（
日
）
午
前
６

時
30
分
〜
８
時
※
小
雨
決
行

▽
会
場

総
合
公
園
南
駐
車
場

▽
販
売
品

地
元
産
の
野
菜
、
花
、

果
物
、
と
れ
た
て
の
魚
、
パ
ン
な
ど

□問

産
業
振
興
課（
４
月
４
日
ま
で

は
1
35
―
８
１
０
１
・
７
日
以
降
は

1
21
―
９
７
５
８
・
当
日
は
1
23
―

１
１
１
１
）

市
役
所
で
実
施
し
て
い
た
ハ
チ
の

巣
の
駆
除
業
務
は
、
行
政
改
革
と
業

務
の
見
直
し
に
よ
り
廃
止
し
ま
し

た
。
今
後
は
生
き
が
い
事
業
団
や
民

間
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

□問

環
境
政
策
課（
内
線
２
６
５
９
）

文
化
財
団
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

内
訓
練
室
ほ
か

▽
内
容

消
火
器
の
使
い
方
、
応
急

手
当
、
普
通
救
命
講
習
、
防
災
講
話
、

県
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学
ほ
か

▽
対
象

市
内
在
住
の
女
性
、
30
人

（
先
着
順
）

□申

防
災
危
機
管
理
課（
1
21
―
９

７
３
４
）へ

市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
市
民
活

動
団
体
を
資
金
面
で
支
援
す
る
制
度

の
助
成
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▽
コ
ー
ス
／
助
成
限
度
額

①
入
門

コ
ー
ス
／
10
万
円
②
発
展
コ
ー
ス
／

50
万
円

▽
対
象

①
ひ
ら
つ
か
市
民
活
動
フ

ァ
ン
ド
の
助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な

く
、
助
成
が
必
要
な
事
業
に
取
り
組

む
団
体
②
活
動
を
発
展
さ
せ
る
団

体
・
新
規
事
業
を
展
開
す
る
団
体

▽
前
年
度
助
成
団
体
報
告
会
　
４
月

20
日（
日
）午
後
２
時
〜
４
時

▽
審
査
会

６
月
15
日（
日
）

▽
申
し
込
み

４
月
21
日
（
月
）
〜

５
月
23
日
（
金
）
に
、
ひ
ら
つ
か
市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
あ
る
申
請

書
類
を
直
接
同
セ
ン
タ
ー（
Ｊ
Ａ
ビ

ル
か
な
が
わ
２
階
・
事
前
に
連
絡

を
）へ
※
申
請
書
類
は
４
月
20
日（
日
）

か
ら
お
配
り
し
ま
す

□問

協
働
推
進
課（
1
21
―
７
５
３
４
）

▽
日
時

４
月
26
日（
土
）午
後
６
時

〜
８
時

▽
会
場
　
ひ
ら
つ
か
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー

▽
講
師
　
熊
谷
紀
良
さ
ん（
東
京
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

主
任
）

▽
定
員
　
80
人（
先
着
順
）

□申

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ

ー
ル
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
ひ
ら

つ
か
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
1
21
―

７
５
１
７
・
6
22
―
３
７
０
１
・
　

hira-sc@
m
b.scn-net.ne.jp

）へ

▽
対
象

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
方

○
平
塚
市
に
１
年
以
上
在
住

○
平
日
の
会
議
に
出
席
で
き
る

○
平
塚
市
の
ほ
か
の
附
属
機
関
な
ど

の
委
員
で
は
な
い

○
40
〜
75
歳

人がともに生き、支え合う社会とは

市民大学講座　　定員60人（抽選）、教材費300円（③はテキスト代714円） 
①平塚の地名と伝承 

②能鑑賞入門 

③ことばから感じるこころ 

小川治良さん（郷土誌家） 

加藤眞悟さん（観世流シテ能楽師） 

小林千草さん（東海大学日本語学科教授） 

５月７日～平成２１年２月２５日の水曜日、午後１時～２時３０分、全２０回 

５月２０日～９月２日の火曜日、午前１０時～１１時３０分、全９回 

５月２０日～９月９日の火曜日、午後１時～２時３０分、全８回　 

市民アカデミー　定員20人（④は回ごとの申し込み、⑥は30人）〔抽選〕、教材費300円（⑤は材料費6,018円、⑥は材料費1,000円別途） 
④病を知る講座 

 

⑤切り絵入門講座 

⑥シナリオ基礎講座 

平塚市民病院医師（外科医長・神経内科部長・心臓 

血管外科主任医長・外科部長・泌尿器科部長） 

若林薫さん（美術家） 

坂井昌三さん（シナリオセンター講師） 

５月１３日～７月８日の火曜日、午後２時３０分～３時３０分（最終日は午後３時 

３０分～４時３０分） 

５月１４日～７月２３日の水曜日、午前１０時～正午、全６回 

５月１４日～７月１６日の水曜日、午後２時～４時、全１０回　 

助
成
金
対
策
講
座
・
ひ
ら
つ
か

市
民
活
動
フ
ァ
ン
ド
説
明
会

湘
南
ひ
ら
つ
か
ふ
れ
あ
い
マ

ー
ケ
ッ
ト

ハ
チ
の
巣
駆
除
業
務
は
生
き

が
い
事
業
団
や
民
間
業
者
に

平
塚
競
輪
場

高
齢
者
対
象
の
住
民
調
査

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
相

談
会

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
委
員

公
益
信
託
ひ
ら
つ
か
市
民
活

動
フ
ァ
ン
ド
の
助
成
団
体

お
も
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

臨
時
職
員「
見
守
る
人
」

▽
日
時

５
月
31
日
（
土
）
午
後
２

時
開
演

▽
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー

▽
出
演

マ
ル
カ
マ
シ
ス
（
南
米
音

楽
）
・
ウ
リ
ア
ナ
（
モ
ン
ゴ
ル
古こ

箏そ
う

）・
小
森
高
正（
津
軽
三
味
線
）

▽
定
員

１
４
０
０
人（
先
着
順
・

要
入
場
整
理
券
）

□申

往
復
は
が
き
（
１
枚
に
つ
き
５

人
ま
で
）に
住
所
・
希
望
者
全
員
の

氏
名
・
電
話
番
号
と
返
信
面
に
送
付
先

を
記
入
し
、
文
化
財
団（
〒
254
―
0045
見

附
町
15
―
１
・
1
32
―
２
２
３
７
）へ

▽
提
供
個
数

50
個（
抽
選
）

▽
展
示
場
所

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
四
之
宮
七
丁
目
３
―
５
）

ア
ン
デ
ス
・
モ
ン
ゴ
ル
・
邦

楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

再
生
家
具
を
提
供
し
ま
す

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

無
料
で
受
け
ら
れ
る 

５
回
に
増
え
ま
す 

が 

妊
婦
健
康
診
査 

平成20年度通期・前期 
市民大学講座・市民アカデミー 
受講生募集 



午
後
５
時
〜
７
時
30
分
（
レ
ッ
ス
ン

は
45
分
間
）／
四
之
宮
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
／
10
人（
先
着
順
）／
①
１
レ
ッ

ス
ン
１
０
０
０
円
②
月
会
費
３
５
０

０
円
、
①
②
と
も
に
テ
キ
ス
ト
代
３

０
０
０
円
程
度
／
問□T

h
e
C
h
a
t

C
lub

の
龍
崎
1
34
―
２
２
０
９

●
囲
碁
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か

講
義
と
対
局
／
高
校
生
以
上
、
初

心
者
〜
級
位
者
／
月
４
回
日
曜
日
、
午

前
９
時
〜
正
午
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／

入
会
金
１
０
０
０
円
、
月
会
費
１
０

０
０
円
／
問□
日
曜
囲
碁
勉
強
会
の
羽

沢
1
59
―
７
２
９
９

●
花
か
ご
作
り
を
体
験
し
よ
う

４
月
10
日（
木
）ま
た
は
19
日（
土
）、

午
前
10
時
〜
正
午
／
青
少
年
会
館
／

10
人（
先
着
順
）／
無
料
／
問□
竹
遊
会

の
永
田
1
32
―
５
４
７
２

●
掛
け
軸
や
び
ょ
う
ぶ
を
楽
し
も
う

書
・
墨
絵
・
拓
本
な
ど
を
掛
け
軸

に
仕
立
て
る
／
第
２
・
４
金
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
／
市

民
セ
ン
タ
ー
／
４
人
／
月
会
費
２
５

０
０
円
／
問□
表
装
同
好
会
の
橋
本
1

58
―
７
３
４
７

●
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
製
作
の
会
員
に

見
学
あ
り
／
第
３
水
曜
日
、
午
前

10
時
〜
正
午
／
南
部
福
祉
会
館
／
月

会
費
２
０
０
０
円
（
別
途
材
料
費
必

要
）／
問□
小
清
水
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
会

の
小
清
水
1
32
―
６
５
１
５

週
木
曜
日
、
午
後
１
時
〜
２
時
／
ひ

ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
／
参
加
費
１
回
１

０
０
０
円
／
問□
ロ
ー
ズ
バ
レ
エ
の
近

藤
1
23
―
３
９
８
６

●
合
気
道
教
室
の
会
員
募
集

小
学
校
２
〜
６
年
生
の
お
子
さ
ん

と
そ
の
保
護
者
／
毎
週
土
曜
日
、
午

後
３
時
〜
５
時
35
分
／
青
少
年
会

館
／
20
人
／
月
会
費
３
０
０
０
円
／

問□
土
筆

つ

く

し

ス
ポ
ー
ツ
合
気
道
教
室
の
三

橋
1
23
―
５
７
５
３

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
汗
を
流
そ
う

小
学
生
の
女
の
子
／
毎
週
火
曜
日
、

午
後
４
時
30
分
〜
７
時
と
毎
週
土
曜

日
、
午
後
１
時
〜
５
時
／
金
田
公
民

館
／
月
会
費
２
０
０
０
円
／
問□
金
田

ジ
ュ
ニ
ア
の
小
澤
1
35
―
４
５
４
８

●
気
功
で
心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

月
４
回
火
曜
日
、
午
後
３
時
〜
５

時
／
な
ぎ
さ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
／

月
会
費
２
０
０
０
円
／
４
月
22
日（
火
）

に
無
料
体
験
会
／
問□
気
功
リ
ラ
の
会

の
田た

雑ぞ
う

1
23
―
６
６
２
４

●
春
の
な
ぎ
な
た
体
験
教
室

小
学
生
〜
80
歳
代
の
方
／
４
月
３

日
・
10
日
・
17
日
の
木
曜
日
、
午
前

10
時
〜
正
午
／
総
合
体
育
館
／
問□
平

塚
な
ぎ
な
た
協
会
の
前
澤
1
33
―
７

３
７
２

●
剣
道
教
室
の
会
員
を
募
集
し
ま
す

５
歳
以
上
／
毎
週
日
曜
日
、
午
後

４
時
〜
６
時
／
横
内
小
学
校
・
真
土

小
学
校
／
月
会
費
１
５
０
０
円
／
問□

横
内
剣
友
会
の
西
本
1
54
―
６
０
６
９

●
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
ご
一
緒
に

女
性
／
毎
週
金
曜
日
、
午
前
９
時

30
分
〜
10
時
30
分
／
ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー

ナ
／
月
会
費
２
０
０
０
円
／
問□
ラ
ブ

リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
真
野
1
090
―
4382
―
6980

●
保
健
気
功
を
始
め
よ
う

４
月
18
日（
金
）午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
／
中
央
公
民
館
／
参
加
費

１
０
０
０
円
／
問□
中
国
禅
密
気
功
平

塚
会
の
城
田
1
31
―
０
９
８
３

●
英
会
話
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
に

①
母
親
対
象（
お
子
さ
ん
の
同
伴
可
）

②
小
学
生
対
象
／
①
毎
週
金
曜
日
、

午
前
10
時
〜
正
午
②
毎
週
木
曜
日
、

●
弓
道
初
心
者
教
室
に
参
加
し
よ
う

高
校
生
以
上
の
方
／
５
月
10
日
〜

６
月
14
日
の
①
毎
週
火
・
土
曜
日
、

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
②
毎
週
火
曜

日
、
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
と
毎
週

土
曜
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
／

総
合
体
育
館
／
各
20
人（
先
着
順
）／

参
加
費
６
０
０
０
円
／
申□
往
復
は
が

き
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
259
―
1216
入
野
８
４
５
平
塚
市

弓
道
会
の
池
谷
幸
夫
ま
で
1
58
―
１

１
３
８

●
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

４
月
18
日（
金
）〜
６
月
30
日（
月
）

の
間
で
全
９
回（
日
程
は
問
い
合
わ
せ

を
）、
午
後
７
時
〜
９
時
／
中
央
公
民

館
／
30
人（
先
着
順
）／
参
加
費
６
０

０
０
円
／
監
修
は
篠
田
学
さ
ん（
４
月

18
日
に
指
導
）・
篠
田
雅
子
さ
ん（
６

月
11
日
に
指
導
）／
問□
平
塚
市
ダ
ン
ス

ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
の
増
田
1

23
―
０
２
３
７

●
高
齢
者
の
た
め
の
太
極
拳

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
主
体
と
し
た

や
さ
し
い
太
極
拳
の
練
習
／
50
歳
以

上
の
方
／
月
３
回
水
曜
日
、
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
／
中
央
公
民
館
な

ど
／
10
人（
先
着
順
）／
年
会
費
５
０

０
円
、
月
会
費
１
０
０
０
円
／
問□
や

さ
し
い
太
極
拳
の
益
田
1
55
―
３
１

５
６

●
剣
道
を
始
め
ま
せ
ん
か

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
歓
迎
、
無

料
体
験
あ
り
／
毎
週
月
・
金
曜
日
、

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
／
相
模
小
学

校
ほ
か
／
入
会
金
２
５
０
０
円
、
月

会
費
２
５
０
０
円
／
問□
平
塚
剣
道
連

盟
北
部
支
部
の
金
子
1
090
―
6493
―
2440

●
美
容
バ
レ
エ
で
美
し
く
健
康
に

ス
ト
レ
ッ
チ
と
簡
単
な
バ
ー
レ
ッ

ス
ン
で
美
し
い
姿
勢
を
／
女
性
／
毎

●
琴
伝
流
大
正
琴
の
体
験
教
室

大
き
な
数
字
の
楽
譜
で
童
謡
・
演

歌
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
を
演
奏
／
初

心
者
歓
迎
、
体
験
・
琴
の
貸
し
出
し

あ
り
／
４
月
14
日
・
21
日
の
月
曜
日
、

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
／
花
水
公
民

館
／
楽
譜
代
１
０
０
円
／
会
員
も
随

時
募
集
／
問□
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
な
で

し
こ
の
青
木
1
33
―
５
０
３
０

●
御
殿
ま
り
作
り
を
ご
一
緒
に

第
１
金
曜
日
、
午
後
１
時
〜
３
時

30
分
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
参
加
費
１

５
０
０
円（
別
途
材
料
費
必
要
）／
問□

御
殿
ま
り
の
会
の
及
川
1
33
―
６
０

６
４

●
絵
を
始
め
ま
せ
ん
か

水
彩
画
・
油
絵
／
初
心
者
歓
迎
／

第
１
・
３
火
曜
日
、
午
後
１
時
〜
５

時
／
旭
南
公
民
館
／
月
会
費
３
５
０
０

円
／
問□
彩
湘
会
の
吉
川
1
090
―
6470
―
4770

広報ひらつか　第860号(1日・15日発行) 平成20年4月1日　４

　このコーナーでは、平塚市に転入してきたときに市
民課でお配りする、「市民生活ガイドブック」に挟んで
あるアンケートにご協力いただいたみなさんを、紹介
しています。 ◆広報・情報政策課（121－8761） 

～これからわたしも平塚市民～

自然が多いまちに住みたいと思い、川崎市高
津区から１月末に引っ越してきました。
まちの雰囲気やまち並み、道路が広いところ

が気に入って平塚に決めました。自然のほかに
も公園や学校など子育てに良い環境が充実して
いて、とても満足しています。
総合公園は子どもも大好きな場所なのでよく

遊びに来ています。河津桜が咲いていることは
今回の新発見！まだ園内すべてを回りきれてい
ないので、桜が咲くこれからの季節、散策する
のが楽しみです。

親子で自然を楽しんでいます

佐
藤
吉
朗
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー（
諏
訪
町
）

サ
ー
ク
ル
掲
示
板

会
員
募
集
や
活
動
発
表
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
掲
載
手
続
き
】

広
報
・
情
報
政
策
課
に
あ
る
申
込

書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
平
塚

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
広
報
ひ
ら
つ

か
」の「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
」か
ら
も
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す

※
初
め
て
掲
載
を
申
し
込
む
場
合
に

は
、活
動
内
容
、
代
表
者
氏
名
、
会
費

な
ど
が
分
か
る
会
則
ま
た
は
設
立
趣

意
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

【
申
し
込
み
期
間
】

掲
載
希
望
月
の
２
か
月
前
の
１
日

（
１
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場

合
は
、
２
日
以
降
に
市
役
所
が
開
く

最
初
の
日
）午
前
８
時
30
分
か
ら
先

着
順
で
20
団
体

【
掲
載
で
き
る
回
数
】

同
一
団
体
の
掲
載
は
、
４
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
の
間
で
２
回
ま
で
。

１
回
目
の
掲
載
後
、
３
か
月
以
上
間

隔
を
お
く
こ
と
と
し
ま
す

【
掲
載
で
き
る
も
の
】

全
市
域
の
市
民
が
対
象
で
あ
る
も

の
。
会
場
が
公
共
施
設
で
、
活
動
や

発
表
場
所
、
掲
載
す
る
連
絡
先
が
平

塚
市
内
で
あ
る
も
の
。
個
人
宣
伝
、

宗
教
・
政
治
的
活
動
、
営
利
目
的
な

ど
で
な
い
も
の

※
市
民
に
開
放
さ
れ
て
い
る
市
内
の

大
学
・
高
校
な
ど（
幼
稚
園
・
保
育

園
・
小
学
校
・
中
学
校
は
除
く
）の

文
化
祭
・
学
園
祭
の
宣
伝
は
掲
載
で

き
ま
す

□問
　
広
報
・
情
報
政
策
課（
市
役
所
３

階
・
1
21
―
８
７
６
1
・
6
21
―
９

６
１
３
）

“サクラ”と違い、花に柄がないのが“ウメ”です

捨
て
ら
れ
た
ご
み
に

里
山
も
泣
い
て
い
ま
す

外で食べるお弁当もおいしいね 前夜の雨から一転、からりと晴れ上がった土曜日、土屋
の里山を博物館学芸員とめぐる「自然観察ウォーキング」
が開かれました。
わたしたち特派員も一緒に歩いたコースは、植物があち

こちで花を咲かせ、自噴の井戸には水があふれ出ているな
ど自然豊かなところでした。梅と桜の花の違いや、青木の
真っ赤な実に傷がついている理由なども教えてもらうこと
ができ、参加者からは「豊かな自然と興味深い話に感動し
た。次もぜひ参加したい」との声も。
悲しいことに、山の中でごみが散乱しているところがあ

りました。自然はみんなで守りたいものですね。

鮮
や
か
に
色
づ
い
た

ア
オ
キ
の
実

今回は、井上主税特派員（高浜台・写
真右）と平名眞知子特派員（徳延・写真
左）が、博物館の「自然観察ウォーキン
グ」を取材しました。
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